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　My Opinion

　日本プロジェクトマネジメント協会(ＰＭＡＪ)は近年、地方での活動

に力を入れている。地方の地域に根ざした産業の効率化へのニーズは

高く、それを実現するためにＰＭ(プロジェクトマネジメント)を活用す

る。そのために、ＰＭＡＪは現在、地方とのコミュニケーションを強化

している。特にコロナ禍に見舞われた以降はオンラインによるコミュニ

ケーションを進め、地方同士での連携も取りやすくなり、ＰＭを活用し

ながら、地方を活性化しやすくなった。ＰＭの地方への普及について、

ＰＭＡＪの加藤亨理事長に聞いた。

地方の活性化に役立つＰＭ

実務に即したＰＭの普及で、わが国産業の底上げ図る

　ＥＮＮ：最近、地方での活動を活発

化されています。理由を聞かせてくだ

さい。

　加藤：地方でのＰＭ(プロジェクトマ

ネジメント)セミナーには、10年ほど前

から取り組んでいます。当初は、地方

でＰＭを研究されている方から「(ＰＭ

ＡＪで実施しているＰ２Ｍ資格の)資格

取得者が学習する場所が欲しい」とい

う声があり、それに応えてきました。

　この活動が活発になり､「地域の町お

こしに活用できるのではないか」との

声も高まり、最近では多くの地域分野

で連携が活発化しました。

　一連の動きを受け、各地方で活動内

容が広がり、また新型コロナウイルス

の感染拡大が始まってからは、オンラ

インを活用して地域間での情報交換を

始めたのですが、この試みがきっかけ

となり、地域間の連携が強まり、より

活性化しているように感じています。

　ＥＮＮ：地方のＰＭのニーズには、

どのような物があるのですか。

　加藤：例えば、沖縄では、「うみぶ

どう」は重要な産業であり、その増産

に関するニーズが強くありました。一

方、琉球大学ではＣＯ２を海水に溶かし

て海草の発育を促進する研究をしてい

ました。この産学の連携に沖縄の研究

会のメンバーが協力していました。

　このメンバーはＳＩ企業の役員でも

あり､「効率よく『うみぶどう』を増

産する」ため、海水の温度、日照時間

を測定し、ＡＩで分析して、最適な発

育条件を見付け出して、収穫量を倍増

させ、賞味期限を延長させるなどの付

加価値も高め、地域経済に貢献しまし

た。まさにステークホルダーのニー

ズを把握し、コミュニケーションをと

り、技術を連携して価値を実現すると

いうＰＭを活用して大きな成果を実現

しています。

　また北海道では、藤女子大学と協力

して、ＰＭのカリキュラムを作成しま

した。ＰＭを大学で学び、ＰＭを活用

して社会課題を解決できる人材の育成

にも貢献しています。

　さらに地方自治体などの行政も悩み

や問題点を抱えています。そこで、地

方の活性化について、ＰＭＡＪのメン

バーが相談に乗って、成果が上がった

ケースもあります。地方行政が悩んで

いることをＰＭＡＪのネットワークを

活用して解決するための取組には積極

的に取り組んでいます。

　ＥＮＮ：地方行政も変わっています

から、行政サービスも転換期にあるの

ですね。

　加藤：最近は、住民の目も厳しく要

求も高まっています。住民をいかにサ

ポートするかは、地方行政にとっても

重要です。そこで先見性のある知事や
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担当の方々がＰＭ手法に注目されてい

ます。ＰＭＡＪとしても、それに応え

ようと取組を強化しています。

　ＥＮＮ：ＰＭＡＪは各地域に拠点を

お持ちなのですか。

　加藤：現在、東京の本部以外に、北

海道、東北、中部、関西、中四国、九

州、沖縄の７カ所に拠点があります。

　これら拠点には、ＰＭＡＪの担当者

を毎月、順番に訪問させて、地域のメ

ンバーと交流しています。

　また毎年秋に開催しているＰＭシン

ポジウムには、地元で活躍している方

をお呼びして、講演していただいてい

ます。

　こうしたネットワーク作りの効果は

非常に大きく、地方とのネットワーク

作りで、新たな講師を発掘して、ＰＭ

シンポジウムの講演をお願いしたケー

スもあります。

　昨年(2021年)のＰＭシンポジウムで

基調講演「変革の時代に求められる

リーダーシップ」をお願いした東北大

学の藤本雅彦教授は、東北ＰＭセミ

ナーで講演していただき、その評判が

非常に良かったので、ＰＭシンポジウ

ムで講演をお願いしました。

　本部と地方の関係は良好ですし、良

い循環を保っていると感じています。

　ＥＮＮ：ＰＭＡＪに対する、地方の

ニーズには、どのような内容が多いの

ですか。

　加藤：実際にＰＭを活用されている

方が実務の話を求めてくることが非常

に多いですね。

　ＰＭの勉強会には、学会やＰＭＩ(米

国プロジェクトマネジメント協会)もあ

ります。学会は学術的ですし、ＰＭＩ

はＰＭＢＯＫ(プロジェクトマネジメン

トの知識体系)を中心に扱っています。

こうした中で、ＰＭＡＪは「気付きを

得る場｣「成長の場」として、ＰＲして

います。

　先日、沖縄独特の染色技術である琉

球びんがたを現代のファッションに生

かす会社の社長さんに講演していただ

いたのですが、ここでは、模様の登録

により作者に収入が入る仕組みを紹介

していただきました。この他にも、九

州発のロケットの話をしていただいた

こともあります。

　地方が元気になる企画を積極的に取

り上げるようにしています。

　ＥＮＮ：コロナの時代を迎えて、地

方とのコミュニケーションに変化が

あったのではないでしょうか。

　加藤：これは結果的に良かったので

すが、コロナで直接会うことが難しく

なった時に、オンラインの活用で連携

がより強くなりました。

　コロナ以前は、ＰＭシンポジウムの

前に顔合わせをして、シンポジウムが

終われば、帰ってもらうだけで、その

後のコミュニケーションが無いことが

ほとんどでした。

　しかしオンラインになると、状況が

変わりました。例えば、九州のオンラ

イン会合に他の地域の方が参加するよ

うなことが日常的に行われるようにな

りました。

　以前は、地方の会合は、対面で行わ

れていたので、その場に行かなければ

参加できませんでした。しかしオンラ

インでしたら、どこからでも参加でき

ます。

　今年の７月８日に開催予定の「北海

道ＰＭセミナー」では、帯広畜産大学

と産学連携して大学構内に蔵を作り、

北海道進出を成功させた酒蔵の話をし

てもらいます。このセミナーは北海道

の会場で開催しますが、セミナーはオ

ンラインで視聴できます。

　ＥＮＮ：ＰＭコミュニティの拡大に

は、多くの意味があるように思いま

す。

　加藤：ＰＭＡＪの役割には、ＰＭ人

材の育成、ＰＭコミュニティ、そし

てＰ２Ｍ資格の維持・運営がありま

す。また昨年、グローバルＰＭＳＩ

Ｇ(Specific Interest Group)を発足さ

せ、海外のＰＭコミュニティとの連携

を深める活動を始めています。

　ＥＮＮ：海外とのコミュニティを拡

充する理由は何ですか。

　 加 藤 ： 日 本 発 の Ｐ Ｍ の 体 系 で

ある「Ｐ２Ｍ(Project & Program 

Management)」の特徴は、プロジェクト

のプロセスだけではなく、プロジェクト

に関わるステークホルダーとの関係性維

持と企業ミッションから落とし込んで、

プロジェクトをどのように回すかという

方法論にあります。これを学びたいとい

う人が、東南アジア、南米などに多くい

らっしゃいます。ニーズがあるので、今

後、伸ばしていきたい。

　ＥＮＮ：今後、力を入れる活動につ

いては、どのようにお考えですか。

　加藤：地域の活性化に取り組みま

す。

　1998年に、ＰＭＡＪの前身であるＪ

ＰＦＭ(日本プロジェクトマネジメント

フォーラム)が設立された時､「現場に

直結した活動を展開する」というのが

目的でした。これを実現するには、現

在の日本の状況で、地域を元気づける

ことが重要です。

　特に今年は、地域のＰＭ研究会な

ど、地域のコミュニティ活動を中心に

展開したいと思います。

　そのうえで、日本の産業の発展に貢献

する。この方針で事業に取り組みます。

　ＥＮＮ：ありがとうございました。
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今後も地域の活性化に向けた

取組に注力


